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研究会報告

基研短期研究会

『少数多体系における量子カオスと関連する諸問題』

(1992年 3月10日受理)

標記研究会が 1991年 10月24日から26日の3日間京大基礎物理学研究所で開催された｡

数個から数十個の粒子からなる量子系､例えば原子核､原子分子あるいは微粒子などは､一

般的には､非可積分な少数多体系と捉えることができる｡古典力学的にはカオスが現れる系で

ある｡それらを量子力学的な立場から眺めたとき､系が非可積分であることがどのような側面

で顕在化するか､それが少数多体系のダイナミクスにいかなる積極的な役割を果たし得るか､

といった問題に対する従来からの理解を深めるとともに､今後の方向を模索するのが研究会の

主旨であった｡

背景として､古典力学の情報から量子力学を理解するための半古典論､なかんずく非可積

分な量子系のエネルギー準位を与えるトレース公式とゼータ関数の密接な関係が指摘され､数

学的な問題設定が見え始めている一方で､近年の実験技術の進歩によって､原子核､分子科学

の領域において､従来よりはるかに短いタイムスケールでの反応過程や､反応経路の中間状態

を詳細に調べることが可能になり､量子カオス検証の格好の舞台が整い始めていることも忘れ

ることができない｡研究会では､物理は勿論のこと､数学から化学に至る幅広い分野の参加者

が集まり､実験室における実験､計算機実験､数学的解析など様々な方向からの講演を聞くこ

とができた｡また､従来の問題点を掘り下げることに加えて､非断熱遷移とカオスとの関係､

量子力学の観測問題におけるヲ阿職分性の役割といったこれまでにない新しい視点も提出され

た.それらを巡っての活発な議論がフォーマル､インフォーマルに交わされ､4年程前に開か

れた同様の主旨の研究会に比べて､確実にこの方面の研究の裾野が広がりつつあることを感じ

させた｡

｢量子カオス｣という言葉は､古典的にカオスを示す系に特徴的にみられる量子力学の振舞

いの､いわば総称と考えるべきで､それが､アインシュタインの指摘以来の非可積分系の量子

古典対応という難問題を含むことは言うまでもないが､量子力学における散逸の力学的起源､

量子力学的なエルゴード性の根拠､といった極めて原理的な問題をも対象とする.前者は､カ

オスという言葉が生まれる以前から地道に蓄積されてきた漸近展開の理論､あるいは解析的数

論などと鋭く接触し(なければならない)､後者は､量子論における不可逆性の起源という誰で

もが｢度は思いを巡らせたことのある重大な問題にむかう(はずである)｡そして､それら相互

の関係が解き明かされたときはじめて､先輩格の古典カオスの研究で次々に報告されるめくる

めく多彩なダイナミクスを､たかだか線形の量子力学がいったいどこに用意しているのか?と

いう最も素朴な疑問に答える鍵が得られるはずである｡

世話人
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｢少数多体系における量子カオスと関連する諸問題｣

闇等幣急ける軒 カオスと舶 する諸開削
期日;1991年 10月24,25,26日
場所 :京郁大学基礎物理学研究所

1_0月__写す旦
(1:00- )

oResonanceinquantizedkickedrotator

湯川 哲之 (高工研)

｡分子内エネルギ一旗和とイ蛸牢反応

梶本 興亜 (京大理)

oランダムポテンシャル中の一電子のスペクトル･波動関数

と皇子拡散

合田 正毅 (新潟大工)､山田弘明 (新潟大自然)

02準位系原子系と電脚 斬目互作用における量子カオス

大野 稔彦(久留米工業大)
CoHeeBreak(4:00-4.･20)

(4:20- )

oSelf10rganizeddissipationduetoquantum chaos

池田 研介 (京大基研)

o量子準位の運動と曲率分布

高見 寺雌L 長谷川 洋 (京大理)

oChaosofHydrogenAtom intheMagneticField:

SpectranearthelonizationThreshold

尾崎 次郎 (岡山大理)

10月__早年_早
(9:00- )

●量子カオスと分光学

山内 薫 (東大教養)･

o化学反応と非弾性衝突における古典不規R撤 乱と皇子共鳴散乱

染田 清彦､氏.Ramaswamy､中村 宏樹 (分子科学研)

oランダム行列と直行多項式の数理

永尾 太郎 (東大理)

o量子系の断熱変化と局在波動関数

高見 手地 (京大理)
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1:00～1:40

1:40～2:40

2:40～3:20

3:20～4:00

4:20～5:00

5:00へノ5:40

5:40～6:20

9:00～10:00

10:00～10:40

10:40′〉11:20

ll:20～12:00
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LunchTime(12.･00-1･･00)

(1:00- )

･r関数と散乱行列

井川 満 (阪大援)

oDispersingbilliard系の周期軌道と半古典皇子化
原山 卓久 (早大理工)､首藤 啓 (京大基研)

ConeeBreak(2.･40-3:00)

(3:00- )

･カオス系の状態密度と量子化条件

高塚 和夫 (名大教養)

oChaosandsymmetryintheInteractingBosomModel

吉永 尚孝 (埼玉大教養)

oHusimidistributionandquantum section

水崎 高浩 (兼大理)
o統計力学匝限における古典軌道アンサンブル
高橋 公也 仇二大情報工)

19月26月
(9:00- )

･ベルの不等式の破れの程度の線形計画法による定量化
足立 聴 (東工大理)

o高敵起状態分子のダイナミックス

山下 晃一 (基弓削ヒ学研)

02次ゼーマン効果の連続状態の量子論
渡辺 信｣-(電違大)

0位相回復問題
戸田 幹人

1:00～2:00

2:00～2:40

3:00′〉4:00

4:00～4:40

4:40～5:20

5:20へノ6:00

9:00～10:00

10:00～10:40

10:40～11:20

ll:20～12:00

世帯A_三

相沢洋二 (早大理工)､足立聴 (東工大理)､井川清 (阪大援)､首藤啓 (京大基研)､
高噺 口夫 (名大理)､高橋公也 (九工大情報工)､全卓樹 (法政大教養)､戸田幹人 (京大理)､
山内薫 (東大教養)､湯川哲之 (高エネ研)､吉田健 (九大援)
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